
大阪公立大学医学部附属病院 地域医療情報連携ネットワーク

【お問い合わせ先】大阪公立大学医学部附属病院 患者支援課 TEL：06-6645-2857

患者さんのメリット 閲覧できる情報 同意と撤回 個人情報の保護

☑ 大阪公立大学医学部附属病院での検

査や治療情報が「医療連携登録医（かか

りつけ医）」と共有されるので、検査や

処方の重複を妨げるなど、安全で質の高

い医療を切れ目なく受けることが可能で

す。

☑「医療連携登録医」（かかりつけ

医） による診療情報の閲覧が可能とな

るのは、同意を得られた患者さんのみ

です。患者さんから撤回の申し出があ

れば中止となります。

閲覧できる情報は以下のとおりです。

病名、プロファイル、退院サマリ、看

護サマリ、経過表、移動情報（入院・

退院等）、チーム医療、検体検査結果、

細菌検査結果、放射線画像、生理検査

レポート、内視鏡画像

☑ 当システムを利用するにあたり、患

者さんの費用負担はありません（無料）。

☑ 患者さんが「同意撤回書」を「医

療連携登録医」（かかりつけ医） もし

くは、大阪公立大学医学部附属病院に

提出した場合、診療記録の閲覧が中止

となります。

『各種オーダ情報 』

食事、診察予約、処方、注射、手術、

透析、輸血、処置、指導料、栄養指導

「医療連携登録医」の先生が同意を得た患者さんの

診療記録を閲覧できるシステムを導入しました。

☑当ネットワークはSSL-VPNという

暗号化通信の方式で行っており、厳格

に情報の保護をしています。

☑ 患者さんの診療情報を閲覧できるの

は、「医療連携登録医」（かかりつけ

医）のみです。

※６ヵ月間診療記録にアクセスがない場合は

自動的に公開が停止されます。



患者さん 医療連携登録医（かかりつけ医） 大阪公立大学医学部附属病院 医療連携登録医（かかりつけ医）

最近、体調がわるいわ。

かかりつけの先生に

診てもらおうかしら。
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専門的な診療が必要なので、
大阪公立大学医学部附属病院へ
紹介状を書きます。

患者さんの診療の経過を把握するために、

大阪公立大学医学部附属病院で診察した内容

をかかりつけ医の私が見てもいいですか？

もし同意していただけるなら、

同意書を記載してください。

検査や診察をした結果、～という

病気でしたのでこのお薬で治療して

いきます。

ご紹介いただいたかかりつけの先生にも

今回の診断結果はお伝えしておきますね。
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わかりやすいし
安心ね。
お薬の無駄も
無くて助かるわ。

同意していただいているので公大病院での診療記録
が参照できます。
公大病院で処方された薬が残っているようなので、

今回処方するお薬はありません。

診察内容や検査結果などを踏まえて、今後の診療に
ついて私からも分かりやすく説明させていただきます。

地域医療情報連携ネットワーク 運用イメージ

システム上での閲覧イメージ

※患者さんが記入する必要がある箇所は
ご本人（ご家族）の同意があれば医師の代筆でも構いません。


